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　私はトルクメニスタンの女性の装いについてお話
しします。トルクメニスタンは、初代大統領が個人崇
拝の体制をつくりあげ、国中に大統領の金ぴかの銅
像や肖像画が飾ってあるということが欧米や日本の
メディアで紹介された結果、非常に強い権威主義体
制の国であると認識されるようになりました。中学
生、高校生、大学生の女性がみんな同じ制服を着てい
るために、そうした装いが国家統制を厳しくしてい
る証左のようなかたちで取り上げられることが多く
あります。そのあたりが実際にどうなのかについて
お話ししたいと思います。ただし、トルクメニスタン
では、賀川さんの研究のように、研究者が研究のため
のデータを取るために、一般の人々に対してインタ
ビューすることは制限されています。ですから私が
話せるのはあくまでも自分が接触した人々の服装と、
私が聞いても差し支えない範囲での話、また日本に
留学した人、あるいは海外で出会ったトルクメン人
からの聞き取りが主になっています。その点をご了
承ください。かなりバイアスがかかった話になるか
もしれませんが、あまり地域差もない気がしますの

で、それほどひどく無意味な発表ではないと思って
います。
　まず、トルクメニスタンという国をご存じない方
が多いと思いますので、簡単に紹介します。この場は
女性の考え方や規範などについて追究する研究会だ
と思いますので、トルクメニスタンにおける女性の
地位について少しお話しします。そして、メインと
なる伝統的な衣装、制服として導入されているコイ
ネックがどんなもので、実際にそれを女性たちがど
のように着用しているか、それが国民を管理する抑
圧的統制のための手段なのか、それとも女性たちに
とっては別の側面があるのか、そのあたりについて
私見になりますがお話ししてまとめたいと思います。

１．トルクメニスタン概要

　トルクメニスタンは中央アジアにあります。前回
の研究会で帯谷知可先生がウズベキスタンのお話を
してくださいました。ウズベキスタンは、資料２－１
の地図の濃い色で示した８か国の真ん中にあります。
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資料２－1　中央アジア各国とトルクメニスタンの位置
https://commons.wikimedia.org/wiki/File:The_Caucasus_and_Central_Asia_-_Political_Map.jpgから筆者作成
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カザフスタンの南がウズベキスタンです。トルクメ
ニスタンはさらに南側にあります。カスピ海に面し
ていて、アフガニスタンともかなり長く国境を接し
ています。また、トルクメニスタンの首都は山を越え
るとすぐにイランに行ける地域にありますので、イ
ランとのつながりもあります。
　トルクメニスタンは、ウズベキスタンと同じよう
にソ連崩壊に伴って独立をしました。独立宣言は
1991年10月です。実際にソ連が崩壊したのが12月
31日なので、世界的に独立が認められたのは、1991
年12月末です。天然ガスの埋蔵量が世界第４位と
いう、すごくお金持ちに見える国です。実際のところ、
トルクメニスタンの天然ガスに関しては、硫黄分が多
くて、あまり高く売れません。脱硫装置を付けなくて
はいけないわけです。脱硫装置で日本の商社、プラン
トメーカーがかなりテコ入れしていますが、掘ったら
簡単に売れるという状況ではありません。埋蔵量も正
確ではなく、実際のところ第６位だというデータもあ
ります。
　トルクメニスタンは永世中立国です。永世中立国
というと、日本の若い人たちはスイスとオーストリ
アを頭に浮かべて、永世中立という概念と高度に発
達した民主主義をつなげて考えることが多いですが、
永世中立という国際法上のお約束事そのものは、民
主主義とはそれほど関係がありません。民主主義で
あるほうが守りやすいことはあると思いますが、「よ
そが喧嘩をしているときには、そこに加わらない」、

「自分の国は自分で守る」、「他国が喧嘩しそうなとき
には、できるだけ喧嘩にならないように努力する」と

いったルールを守っていることが重要です。
　トルクメニスタンは、1995年に国連で認められて
永世中立国になっています。国連総会できちんと認
められた永世中立国は、世界の中でトルクメニスタ
ンただ一つです。1995年に認められたあとに履行の
確認もされて、直近では2015年に履行確認がなされ
て、現在もそれが続いています。
　人口は約580万人です。そのうち85パーセントが
トルクメン人です。
　中央アジア全体が似たような国だと思われると困
るので、資料２－２に中央アジア５か国の情報をま
とめました。トルクメニスタンは人口580万ですが、
ウズベキスタンはおよそ５倍の人口があります。面
積はトルクメニスタンのほうが大きいにもかかわら
ず、人口はウズベキスタンに集中しています。１人
当たりGDPを見ると５か国であまりにも違いすぎる
ので驚かれると思いますが、ウズベキスタンが1,500
ドルを切るなか、トルクメニスタンは7,000ドルに近
い数字です。一時期は7,000ドルを超えていましたが、
天然ガスの価格が下がって、現在では6,642.5ドルと
いう数字になっており、現在は多少上向いています。
中央アジアでは、カザフスタンに次いで豊かな国と
言えます。
　あとで権威主義体制の話もしますが、いわゆるパ
トロン・クライアント関係で言うと、クライアントが
多いと言えます。現在は有料制に移行しつつありま
すが、これまで長い間、国民全員が、ガス、水道、電気
などを無料で享受してきました。基本的な食料品も
かなり安く価格統制されているので、どんなに貧し

資料２－２　中央アジア諸国基本情報

国名 面積 人口 首都 大統領 民族構成 公用語
（国語）

一人当たり
GDP

トルクメニスタン 49.1万㎢ 580万 アジガバット
グルバングリィ・
ベルディムハメドフ
（2007～）

トルクメン人85％、ウズベク人5％、
ロシア人4％、その他 トルクメン語 6,642.5ドル

ウズベキスタン
共和国 44.9万㎢ 3,190万 タシケント

シャフカット・
ミルジヨーェフ
（2016～）

ウズベク人83.8％、タジク人4.8％、
カザフ人2.5％、ロシア人2.3％、カ
ラカルパック人2.2％、その他

ウズベク語 1,490.7ドル

カザフスタン
共和国 272.4万㎢ 1,820万 アスタナ

ヌルスルタン・
ナザルバエフ
（1991～）

カザフ人66.5％、ロシア人20.6％、
ウズベク人3.1％、ウクライナ人
1.6％、その他

ロシア語
（カザフ語）

8,840.9ドル
（IMF, 2017）

キルギス共和国 19.9万㎢ 600万 ビシュケク
ソオロンバイ・
ジェエンベコフ
（2017～）

キルギス人72.8％、ウズベク人
14.5％、ロシア人6.2％、ドゥンガ
ン人1.1％、その他

ロシア語
（キルギス語） 1,143.7ドル

タジキスタン
共和国 14.3万㎢ 890万 ドゥシャンベ エマムアリ・

ラフモン（1991～）

タジク人84.3％、ウズベク人
12.2％、キルギス人0.8％、ロシア
人0.5％、その他

タジク語 723.8ドル

データ出典……面積：各国政府／外務省Webサイト、人口：国連人口基金、民族：各国統計委員会（トルクメニスタンのみCIA The World Factbook）、GDP：IMF 
World Economic Outlook Database



25報告２　「伝統」を超えて─現代トルクメン女性と民族衣装コイネック　岡田晃枝

くても生きていけるということがこの国を見る上で
重要なのだと思います。貧富の差があることはある
のですが、貧しい人が明日をも知れない生活をする
必要はない、そんな国です。
　次に宗教の話です。イスラーム教のスンニ派の人
たちが多いです。ただし非常に世俗的な人々です。お
酒も普通に売っています。トルコ系のスーパーには、
お手洗いの近くにお祈りをする場所がありましたが、
１日５回のお祈りを昼間にはしない人がほとんどで
はないでしょうか。ラマダンも部分的にしかしない
人が多いです。集会の自由がありませんので、金曜日
のモスクに人が集まることがあまり推奨されないと
いう側面もあります。
　資料２－３は、首都アシガバットのすぐ近くにある
キプチャク・モスクという有名かつ大きなモスクで
す。このモスクの塔の各部分や入り口には、いくつか
の文字が刻まれています。クルアーンから取った文
字だと思われるかもしれませんが、実は違って、初代
ニヤゾフ大統領が書いた『ルーフナーマ』という書物
の一節が散りばめられています。この書物をトルク
メニスタン政府は「クルアーンに並ぶ書物だ」といっ
て出したので、国外のムスリム系団体からは強く批
判されたこともあります。そういう独特の価値観を
持った国だということができます。
　国語はトルコ系のトルクメン語で、ロシア語も広
く普及していますが、近年ではトルクメン語とロシ
ア語のバイリンガルは減っています。一方で、英語を
小さい頃から学び始める子どもが多いです。
　先ほども言ったように、強い権威主義体制の国とい
う評価が世界的になされています。Freedom House
のレポートでは、最下位５、６か国の中に入れられて

いて、“Worst of the Worst”というタイトルが付けら
れている国ではあります。

２．トルクメニスタンにおける女性の地位

　トルクメニスタンにおける女性の地位ですが、私
がさまざまな大学で学生や研究者に会ったりするな
かでは、彼らは「トルクメニスタンは女性をとても
大事にしている国である」と口々に言います。トルク
メニスタンに関してはジェンダーの問題は非常に小
さいというのが彼らの言い分です。
　確かに伝統的なトルクメン人社会に存在していた
強い家父長制度は徐々に弱まってきていると言えま
す。女性が自分で仕事を始めたり、お父さんとお母さ
んが両方働いているのはソ連の時代でも当たり前の
ことでしたが、おじいさんがすべてをコントロール
するといった強い封建的な制度は徐々に弱体化して
いて、首都ではそれはほぼないと現地の大学生たち
には言われました。ただし、家事・育児は女性の仕事
だという考え方は強固ですので、ソ連時代のソ連の
女たちと同じく、女性の社会進出が奨励される一方
で、家でも女性がほとんど働く。女性が24時間働い
ていて、男性よりもよほど働かなければいけないと
いう負担が押し付けられている状況ではあります。
　新しく誕生した国ですので、人口を増やしたいと
いうこともあって、多くの子どもを出産した女性に
は、国から褒賞が出ます。８人子どもを産んだら、産
んだ女性は家がもらえます。現地に行ったときに、飾
り付けられた家の前できれいな服を着た人がニコニ
コしている光景を何度か見たことがあります。「これ
はたくさん子どもを産んだ女性に対するプレゼント
だよ」と説明を受けました。人口を増やすのに貢献し
た女性には、国からきちんと褒賞があるということ
です。
　その一方で、国家公務員として重要な職で働く女
性たち、アーティスト、実業家など、国家に貢献し
た女性への評価も高いです。資料２－４は国際女性
デーのイベントの様子です。2018年に、３月８日の
国際女性デーを挟んで、私が所属する東京大学の授
業として学生を連れてトルクメニスタンに行きまし
た。これは３月７日に行われた、子どもをたくさん産
んだ女性を中心として、とくに貢献のあったお母さ
んたちを招いてのイベントです。外務省の偉い人た
ちがあいさつしていたので、政府が主催したものだ

資料２－３  キプチャク・モスク
筆者撮影
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と思われますが、こうしたイベントが行われていま
す。有名な歌手が歌を歌ったり、コメディアンが出て
きてコントをして会場がドッと湧いたり、貢献した
女性たちに政府が楽しい時間をプレゼントするとい
うことがされていました。
　資料２－５の大きなスクリーンに映っているのは
ベルディムハメドフ現大統領です。大統領が歌って
いる映像が流れて、それに合わせてみんなが踊ると
いうシーンが見られる興味深いイベントでしたが、
これは大統領が主催した国際女性デーのパーティー
で、３月８日に行われたものです。この政府主催の
パーティーでは、閣僚や議会の議員、国家公務員とし
て省庁で働く人たち、各国の大使夫人、女優、歌手な
どの女性たちが招待されて集まっていました。
　トルクメニスタン政府のご厚意で、私たち（ただし
女性のみ）もそこに参加させていただきました。学生
たちは動画などで見たことのある女優さんや歌手の
人がいると大喜びしていました。
　子どもをたくさん産むという家庭内で活躍をした
人と、家庭の外で活躍した人との両方がきちんと評
価されているところに、トルクメニスタンの女性の
地位を考える興味深いポイントがあるのではないか
と思います。
　女性の実業家も増えています。私も何人かに会っ
て、インタビューはできませんから、たまたま親しく
なった方々にいろいろ話を聞いてきました。また、社
会起業家としてリーダーシップを果たしている女性
も増えています。活動に定評のある人たちもいます。
　女性議員の数は４分の１を超えています。日本の
国会の女性議員が13.7パーセントであることに比べ
ると、議会に占める女性の割合は二倍近いです。現

在の国会の議長も女性です。閣僚にも女性が何人も
入っています。
　トルクメニスタンの大学は、一部の私立学校を除
いて、学校はほぼすべて無料で教育が行われます。大
学に至っては奨学金をもらえますので、大学に通え
ば給料がもらえるという状況です。そのなかで、３
年ほど前に、授業料を学生が支払うタイプの国立大
学が初めてできました。そこでは教育をすべて英語
で行っています。「国際人文発展大学」という少し変
わった名前ですが、経済学や国際関係学、文化、地域
研究も学ぶような、人文・社会科学系の学問をメイン
とする大学です。英語で教育をしていますし、大統領
の肝煎りで設立されたので、入学がものすごく難し
いところですが、そこに占める女子学生の割合は60
パーセント、半分以上が女子学生なのだそうです。
　また１年半前、筑波大学がかなり協力して、工科大
学を現地につくりました。割合を正確には聞けてい
ないので漠然とした話ですが、関係者によると、理系
の大学なので男子の入学者の方が圧倒的に多いだろ
うと思ったら、そこも英語で教育をするということ
で、ふたを開けてみたら関係者の予想を裏切るほど
女性の入学者が多かったということです。
　猫も杓子も大学に行くような国であれば、それも
ありえるという気もします。しかし、中等教育までは
ほぼ100パーセントが受けますが、高等教育に関し
ては、トルクメニスタンでは８パーセントを切る進
学率しかありません。ごく一部の人たちが大学に行
くわけです。その状況で文系のトップの大学で半分
以上が女子学生というのは、かなり興味深いケース
ではないかと思います。その大学を卒業した女性た
ちは、もちろん社会で働く人もいますし、そのまま海

資料２－５  国際女性デーのパーティー
筆者撮影

資料２－４  国際女性デーでのイベント
筆者撮影
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外に留学する人もいます。

３．トルクメニスタンの女性の民族衣装

　続いて女性の民族衣装の話です。今回の報告で中
心とするのは、コイネックというものです。説明書き
ではチュニックと書かれていますが、最近のトルク
メン人の女の子たちは、基本的に「トルクメンのドレ
ス」と言っています。
　丈が長くて、踝あるいはそれ以上の丈があります。
ケテニと呼ばれるシルク生地で作られているものが
多いですが、近年では木綿のもの、ポリエステルの
入ったベロアの生地も見られます。その下にはぴっ
たりとしたパンツを履きます。賀川さんがお話しさ
れていたドレスの下に着用するパンツとは、かなり
形が違うと思います。
　遊牧民族で、もともと馬に乗る人たちでしたので、
股の部分が広くなっています。裾は狭くなっていて、
ぴったり足に合うようになっています。これも遊牧
民族に特有で、虫が入ってこないなど自衛のために
このようなスタイルになっています。これが基本的
な形ですが、最近の女の子たちはこのパンツではな
く、丈の長いキュロット型のペチコートを履いてい
る人が多いようです。そのような便利なものも出て
きました。その上にはチャビットという上着を着て、

タヒヤという丸い帽子をかぶります。
　古来の衣装は資料２－６のようなもので、19世紀
ぐらいまでの女性たちは、何かイベントがあるとき
は、このような衣装を着ていました。この写真の衣装
は花嫁用のものなので、アクセサリーがたくさんつ
いてきらびやかです。この上にかぶる衣

きぬ

被
かずき

のような
ものは、女性の地位、子どもを産んだのか産んでいな
いのか、どれぐらいの年齢なのかなどによって色が
違ったり、トルクメンの各民族によっても好まれる
色があったようです。
　アクセサリーは各民族の代表的な文様が施されて
います。アクセサリーの一部は、日本のポーラ研究所
が1993年に入国して買ってきて所蔵していますので、
ポーラ美術館でたまに展示があります。これが古い
タイプのトルクメン人の衣装、ハレの日に着るため
の衣装だと思ってください。
　実際に現在着られているコイネックは、資料２－
７のような感じです。これは中学生の女の子たちで
す。資料２－８が大学生の衣装ですが、最近の人たち
はこのような服を着ています。
　資料２－９は、コイネックを仕立てるお店です。壁
の上のほうに掛かっているのが生地です。生地もさ
まざまな色がありますし、いろいろな布地のタイプ
があります。奥のほうに掛かっている栓抜きのよう
な形のものが、コイネックの襟の部分です。襟の部

資料２－６  伝統的な衣装
Lachyn (Official Inflight Magazine of Turkmenistan Airlines) Issue 16, 2017. 5, p. 14から引用

資料２－７  現代のコイネック（中学生）
筆者撮影

資料２－８  現代のコイネック（大学生）
筆者撮影
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分、刺繍の部分だけが独立して売られていて、自分で
生地に合わせて好きな襟の形、好きな刺繍を選んで
縫い付けてもらいます。その刺繍に合わせて胸の開
き具合も調整します。基本的に丸襟ですが、浅い襟も
あったり、深い襟もあったりします。刺繍の部分が特
徴を出しやすい部分ですので、みんなかなり慎重に
選びます。
　お店でミシンをかけている人たちがいますが、こ
の人たちは刺繍をしながら襟の部分を作っています。
私が作ったコイネックの生地は、国際女性デーの大
統領主催のパーティーのときのおみやげ一式に入っ
ていたので値段がわかりませんが、襟は日本円に換
算して1,000～1,500円ぐらいのものが多かったと思
います。
　どのように作るかというと、既製品もありますが、
ほとんどの女性は生地をまず選んで、それに合わせ
て襟周りの刺繍を選びます。それを合わせて縫製を
請け負う業者に持っていって、自分の体に合わせて
採寸してもらいます。襟ぐりをどうするか、袖の部分
を膨らませるのか、ぴったりにするのか、袖丈をどう
するのか、ウエストをシェイプするのか、ゆったりに
するのか、どんなヒールの靴を履いて、どれぐらいの
丈にするのか。そのようなことを個別に打ち合わせ
をして作ってもらいます。そのコイネックに合わせ
る靴を決めて、そのヒールの高さを加味したドレス
丈で注文するという点もポイントです。
　仕立て代は3,000～5,000円ぐらいです。ただし、為
替レートが実勢を必ずしも反映しないかたちでコン
トロールされていると言われておりまして、おそら
く実勢価格としてはその３分の１くらいではないか
と思われます。そうなると襟が相当高いという印象

がありますが、それぐらいの値段で女の子たちはコ
イネックを手に入れます。
　もちろん自宅にミシンがあって、自宅で縫う人
たちも若干います。JUKI製のミシンがすごく人気
で、日本企業のなかで意外なことにトヨタに次い
でJUKI が有名です。「襟の刺繍も自分でできる」と
言っていて、実際に向こうの学生さんたちが、「こん
なふうに刺繍するんだよ」と刺繍のやり方を見せて
くれました。趣味と実益を兼ねて自分で刺繍する女
性もいます。
　自分の体に合わせて、自分の好みに合わせて作っ
てもらうことができるので、デザインに関しては、決
まった形も、「こうでなければいけない」というもの
があるわけではなく、それは時代によって、人々の好
みによってかなり変化します。このあたりがポイン
トではないかと思います。これについてはまたあと
でお話しします。

４．制服としてのコイネック

　次に、コイネックがなぜ制服になったか、どのよう
に制服になったか、どのように着用されているかに
ついて、お話ししたいと思います。初等・中等教育に
関していうと、子どもたちのほとんどが中等教育ま
では受ける国です。ですから、まずは初等・中等教育
にコイネックの制服が入ります。
　独立後あまり時間を置かずに、初等・中等教育にお
ける制服にコイネックが指定されました。それは緑
色のドレスです。トルクメニスタンの国旗が緑色で
すが、そのナショナル・カラーの緑を使ったものです

（資料２－10）。少し光沢のある生地です。この写真
では夏まだ暑い時期だったので１枚で着ていますが、
冬になるとその上に丈の長い上着（チャビット）を羽
織ります。帽子は、先ほど見せたのと同じものをか
ぶっているのがわかると思います。パキスタンの例
とはまったく違って、子どもたちは太陽に存分に顔
をさらしています。もちろん日焼けを嫌って帽子を
かぶっている子はいますが、顔を隠すという文化は、
トルクメニスタンにはほとんどありません。
　資料２－11の子たちはみんな緑の生地のドレスを
着ていますが、襟の部分の刺繍がいろいろ違うのが
おわかりになるでしょうか。伝統的な模様として似
たようなものもありますが、違う襟のものを選んで
います。右下の子は前立ての部分が短いですが、この

資料２－９  コイネック制作を請け負う店舗
筆者撮影
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ようにいろいろなデザインの襟ぐりをしています。
　一方、大学でのコイネックは、それよりもかなり遅
い時期に導入されました。初代大統領が2006年12
月に亡くなって、その後選挙を行って2007年２月か
ら現在の大統領が執務をしていますが、現在の大統
領になってから、大学生もコイネックを着用するよ
うに義務付けられました。
　当時は学校ごとに色が違って、青に白いチョッキ
を着ている学生、黄色い服を着ている学生など、学
校ごとにスクールカラーがあって色とりどりでした。
５年ぐらい前になって、すべての大学で赤色を着用
させるようにという指令が、政府から出されました。
赤もトルクメニスタンのナショナルカラーで、絨毯
の色です。
　現在は、緑の制服を着ているのが小中高生、赤の制
服を着ているのは大学生だと、みんな認識するよう
になっています。ただし、一般の人たちも赤色の服を
よく着ますので、赤を着ているからみんな大学生と
いうわけではありませんが、若い子が赤いコイネッ
クを着ていれば大学生だろうと目星を付けても、あ
まり間違いではないかもしれません。
　細かい部分に関しては、大学ごとに指定要素を加
えることができるそうです。私が行ったいくつかの
大学では、みんな似たような生地の服を着ていまし
た。色味もほとんど同じだったと思います。学校ご
とに少し暗い赤、明るい赤もありましたが、あまり変
わりはなかったと思います。ほとんどの大学で、ベロ
ア地の生地を使っていたように記憶しています。
　学生だけではなく、実は学校で働く教職員もコイ

ネックを着用することになっています。「これを着な
くちゃいけないのよ」と女性の先生たちが言ってい
ましたが、コイネックを着ることが面倒くさいわけ
ではないようです。いろいろな服から選ぶのではな
く、コイネックのシリーズから服を選ばなければな
らないのが少し不自由だと言っている人はいました。
　テレビ局のキャスターを含む一部の公務員も、着
用を義務付けられています。教育省などは、コイネッ
クを着ていかなければいけないそうです。一方で外
務省の人たちは、仕事柄、外国の要人に会うこともあ
りますし、必ずしもコイネックでなければいけない
わけではないと言っていました。このあたりは細か
いルールがあるようですが、外から見える明文化さ
れた資料が手に入らないので話を聞いただけですが、
職場によってはコイネックを着ていかなければいけ
ないところもあり、そういう規定がないところもあ
るようです。ですから、国全体、どの職業の人も、ど
の女性の人も、全員がこの服を着なければいけない
わけではありません。典型的な例では、国連のローカ
ルスタッフは誰もコイネックを着ておらず、全員、普
通のヨーロッパでよく見られるタイプの服装をして
いました。
　現地の大学生が、トルクメニスタンの文化につい
て語ってくれましたが、日本の女の子たちが着物に
ついて語るときに、まったくわからないところがた
くさんあるのと同じように、彼女たちも必ずしもす
べてを知っているわけではないというところもあり
ます。教室の中の風景は、資料２－11のような感じ
です。黒い服を着ているのは私が連れていった学生

資料２－10  コイネックを制服として着る中学生
筆者撮影
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です。女の子も男の子も同じ教室で一緒に学ぶし、議
論をするという学校です。
　結婚していない学生さんは、タヒヤという帽子を
かぶります。結婚した女性は、資料２－４のように、
みんなスカーフをかぶることになります。スカーフ
の巻き方がとても特徴的です。大判のスカーフを３
枚ぐらい使って、このような四角いかっちりしたシ
ルエットを作るそうです。しかし最近の人たちはそ
れほど上手にかぶれないので、バケツのような型が
あって、それをかぶって上からスカーフを巻くとい
う便利グッズも現在は出ています。
　結婚している人は、学生であってもスカーフを巻
いています。いくつかの大学では在学中に結婚した
子たちがいて、その子たちも同じ教室にいますが、ス
カーフを巻いて授業を受けていました。長老に近い
おばあちゃんになってくると、このような巻き方で
はなく、頭に沿った巻き方で、なおかつ長く裾まで垂
らす、そんな巻き方になります。かつては民族によっ
て巻き方が違ったり、スカーフの色が違うと言われ
ていましたが、現在は民族による統制はないそうで、
自分に似合う色を選んでいると言っていました。

５．制服としてのコイネックの背景

　先ほど、コイネックを制服とするのは国民を統制
するためではないかという議論が時々あるというお
話をしましたが、その背景として、独立後の国民統合
という急務があったことが大きいです。同じ中央ア
ジアのタジキスタンでは、1992年から内戦が起こっ
ていました。高い山に隔てられた各地域でそれぞれ
コミュニティが発展したタジキスタンでは、ソ連時
代に優遇されたコミュニティと冷遇されたコミュニ

ティがあって、新しい時代になったときに、いったい
誰が政権を動かすのかが原因になって内戦が起こっ
ていました。つまり地縁のグループで対立が起こっ
た内戦です。またカスピ海の対岸では、アゼルバイ
ジャンとアルメニアが、ナゴルノ・カラバフをめぐっ
て大きな殺し合いをしています。さらにロシアも
チェチェン問題を抱えていました。
　そうしたなかで、国民が分断されるような制度で
はなく、国民全員がトルクメン人として国を盛り立
てていけるようなシステムはどんなものかを考えて、
民族ごとに分断されたコミュニティではなく、トル
クメン人全体を指すような文化をつくり上げるとい
うことがなされました。
　南にはアフガニスタンがありますし、トルクメニ
スタンとしては、統一的なトルクメン文化を創出し
て国民統合を急ぎ、分裂しない国をつくりたいとい
う状況でしたので、それが一番大きな背景で、国民全
体を包括するような文化政策の一つとして制服を導
入したということができます。

６．強制か選択か

　制服がコイネックとして導入されたことに対して、
「自由を奪う」とか「高い生地なので貧しい国民に経
済的負担を強いる」として、いくつかの人権系のメ
ディアや女性運動の欧米のメディアが批判している
記事を見たことがあります。しかし実際問題として、
登下校と学校にいる間だけの着用ですし、それ以外
の部分では、コイネックを着ようが、別の服を着よう
がかまいません。ものすごく体を露出していたら「あ
の子は……」と言われますが、どのような服を着よう
がそれほど問題が起こることはありません。
　大学の制服指定が行われたのが2000年代後半と
言いましたが、それまで女の子たちは、大学には自由
に服装を選んで着て行っていました。みんなが洋装
だったのに政府がコイネックを強制したのかという
とそうではなくて、洋装している子たちと、コイネッ
クを着ている子たちが普通に混在していました。コ
イネックを日常着としている女性も、それなりの数
がいたということです。コイネックだと毎日違う服
を着ていく必要はありませんが、洋装の場合は毎日
同じ服を着ていくと目立つので服をたくさん買わな
くてはいけないために、コイネックのほうがお金が
かからないと言う人たちもいました。特定の子たち

資料２－11　大学の教室での様子
筆者撮影
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がコイネックを着て、特定の子たちが洋装をしてい
たわけではなく、同じ人が「今日はこっちにしよう」
ということで、洋装もコイネックも併用する学生が
かなりたくさんいたそうです。
　現地に滞在していたときに、うちの学生とトルク
メンの大学生たちが一緒にピクニックに行きました

（資料２－12）。左端は日本人の学生で、その隣に４人
がトルクメンの女の子たちが並んでいます。そのう
ち３人はコイネックを着ていますが、１人はブラウ
スにジーンズという格好です。このように学校から
離れたところで何かをする際には自由に服装を選ん
で、コイネックを着たければ着てくるし、そうでなけ
れば軽い服装をしてきます。資料２－13の左側は日
本人の学生で、右側がトルクメン人の女の子です。昼
間はコイネックを着ていますが、「夜、一緒に遊びに
行こう」と言うと、出てくるときにはこういう洋装を
着てきました。
　賀川さんの報告で、 誰も買わないパキスタンの
ショッピングモールの素敵なドレスがありましたが、

トルクメニスタンの場合は、ウェディングドレスと
して資料２－14のようなものを着る人たちもいます。
　コイネックであることと、色を統一したことに
よって民族ごとの特徴が薄れたことは大きかったの
ではないかと考えます。それによって民族を超えた
スタイルが誕生しています。民族ごとの特徴がどん
どんなくなってきて、みんなが同じような流行を追
うようになってきました。政府から強制されたとい
うよりも、若い女性たちが、政策のなかで一種の自分
たちのスタイルを生み出すことにつながっています。
　最初は伝統的なゆったりとしたスタイルでしたが、
2000年前後は日本で1990年代に流行したボディコ
ンのようなピタピタなコイネックを着て、みんな学
校に行っていたそうです。現在は、再びゆったりとし
たスタイルに移りつつあります。それを牽引してい
るのは政府ではなく、ファッションリーダーとなる
おしゃれな若い女の子たちです。さらにその人たち
にはフォロワーがついていて、特にインスタグラム
での情報発信や収集が積極的に行われています。

資料２－12　ピクニックでの服装
筆者撮影

資料２－13　夜の外出時の服装
筆者撮影

資料２－14　ウェディングドレス
筆者撮影
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　資料２－15は有名なファッションデザイナーの
ショーの様子です。若い女の子が自分のブランドを
立ち上げて活躍しています。見ていただくとわかる
ように、コイネックは前立ての部分に刺繍が入って
いる長いドレスですが、必ずしもそれにとらわれず
に、長いドレスで、さまざまな形のものが出てきてい
ると言えると思います。ただし、丈が長いという点は
共通しています。
　伝統への回帰でもなく、古臭いしきたりを政府が
押し付けたわけでもなく、伝統を活かした新しい女
性のスタイルの模索がいま行われています。それを
活かした事業の創出が、若い女の子たちを積極的に
動かしていると言うことができると思います。ソ連
時代にソ連タイプの洋装が入ってきて、民族服がど
んどん廃れていきましたが、民族の服装が選択肢の
一つとして残ったという見方もできると思います。
さらに、新しい情報収集や発信の手段を若い女性た
ちが開拓することによって、コイネックは社会を刺
激のある方向に動かしていくきっかけにもなってい
ます。

■質疑応答

和崎聖日（司会）　なかなか聞くことができない現代
トルクメニスタンの、とりわけコイネックに注目し
た貴重なご報告をありがとうございました。事実関
係などについて、何か質問がありましたらいかがで
しょうか。
森理恵　男子は制服はありますか。
岡田晃枝　これは中央アジアでほとんど共通ですが、
男子は黒いジャケットに黒い細いネクタイ、黒いパ
ンツといういわゆるスーツ姿です。それが制服とい
うか標準服のような扱いで、それ以外のものを着て
くる子はいないです。それにこの帽子をかぶってき
ます。
森　中学校などもそうですか。
岡田　はい。
森　小学校は……。
岡田　小学生もみんなそんな感じです。
帯谷知可　小学生もネクタイを締めるんですか。
岡田　ネクタイは中学生からだと思います。ウズベ
キスタンはどうですか。
帯谷　制服というより、ゆるやかなルールとして、無
地のシャツにズボンですね─中学生にネクタイは
どうですかね……。大学生はネクタイが必要なんで
すよね。
岡田　大学生はしていますね。高校生はトルクメニ
スタンもしているはずですが、小学生はしていない
かもしれません。
帯谷　男子は黒っぽいズボンに無地のシャツが標準
ですね。
岡田　カッターシャツですね。
帯谷　みなさんお店で買うんですよね。
森　既製服で、洋服なんですよね。民族的な要素はな
いんですね。
岡田　洋服です。民族服ではありません。
帯谷　以前にインターネットで、トルクメニスタン
国民はすべて、ロシア人などであってもコイネック
を着なくてはいけないと読んだことがあるのですが、
そうなのでしょうか。
岡田　制服とか、職場で決まっている場合には着ま
すが、普通に日常生活をする場面では、彼らは自分で
好きな服を選んでいますので、それが日常のすべて
を縛っているわけでは、まったくないです。学校に行
くには校則を守らなければいけません。それは留学

資料２－15  コイネックの新たなスタイルの模索と展開
SAHRA	SAHINファッション・ショーの動画〈https://www.youtube.com/

watch?time_continue=10&v=-B4YMFGH6IA〉から引用
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生であってもそうです。日本人の先生たちも向こう
にいますが、日本人の先生たちもコイネックを作っ
て学校に行っています。
後藤絵美　連れていかれた日本人の学生さんたちは、
なぜリクルートスーツみたいな恰好をしているので
しょうか。何かむこうに行くための規範があったの
かと思ったのですが、どうですか。（笑）
岡田晃枝　学校の写真を見ていただくとわかるよう
に、学生たちがみんな民族服などのきちんとした服
を着ているのに、日本人の子がＴシャツや短パンで
行くと浮いてしまうので、「表敬訪問用にスーツを
持ってきなさい」と言ったら、彼らは「みんなに合わ
せる」と言って、それを着て学校に行きました。国際
女性デーの大統領主催パーティーについては、招待
されるとわかったのは現地に着いてからでした。そ
のため、 日本からパーティー用の服を持参するよ
うにという指示を学生たちにはしておらず、パー
ティーにはさすがにカジュアルな服では行けません
ので、みんなスーツで行ってしまいました。（笑）




